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　10月20日現在、水揚げ量は1,210トン(前年同期比
856トン減)、金額は78,310万円(同64,283万円減)と
昨年の約半分。11月まで漁は続くが、漁獲量が少しで
も上向くよう今後を見守りたい。

最盛期を迎えた秋鮭漁
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審議内容を報告します

基
幹
産
業
の
状
況なって

い
る
。

〈
飼
料
価
格
等
の
高
騰
〉

　
輸
入
飼
料
・
生
産
資
材

・
肥
料
価
格
の
高
値
、
燃

油
費
や
電
気
料
な
ど
の
高

騰
に
よ
る
高
い
酪
農
経
営

コ
ス
ト
は
、
今
後
の
酪
農

経
営
の
持
続
に
与
え
る
影

響
が
心
配
さ
れ
る
。

 

漁　
　
　
業

ホ
タ
テ
漁
獲
量　

前
年
比
39
％

〈
秋
鮭
漁
〉

　
８
月
末
に
終
了
し
た
小

定
置
漁
の
水
揚
げ
は
、
１

２
６
・
４
ト
ン
。
前
年
比

２
・
35
倍
と
な
っ
た
。

　
定
置
漁
は
、
初
水
揚
げ

の
９
月
９
日
に
は
、
46
・

９
ト
ン
・
１
万
５
９
２
０

尾
の
漁
。
初
日
の
単
価
は

７
３
１
円
／
㎏
。
来
遊
予

想
は
、
前
年
よ
り
10
％
ほ

ど
増
加
す
る
見
通
し
だ
が
、

　
令
和
５
年
第
３
回
標
津

町
議
会
定
例
会
が
９
月
13

日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
山
口
町
長
か
ら
冒
頭
、

基
幹
産
業
の
状
況
に
つ
い

て
行
政
報
告
が
あ
り
、
教

育
委
員
な
ど
の
同
意
、
一

般
会
計
補
正
な
ど
の
議
案

が
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致

で
可
決
・承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　
そ
の
内
容
を
報
告
し
ま

す
。

か
つ
て
の
水
準
か
ら
は
ほ

ど
遠
い
。
今
後
の
漁
模
様

に
注
視
し
て
い
く
。

〈
ホ
タ
テ
漁
〉

　
１
月
か
ら
８
月
ま
で
の

夏
操
業
を
終
漁
。
漁
獲
量

は
１
７
９
２
ト
ン
、
前
年

比
39
％
。
水
揚
げ
金
額
は

３
億
８
７
６
５
万
円
（
平

均
単
価
２
１
６
円
／
㌕
）

と
前
年
比
40
％
と
低
調
。

　
原
因
は
、
し
け
に
よ
る

へ
い
し
が
影
響
。

　
水
産
物
の
輸
入
規
制
の

影
響
が
あ
る
中
、
国
や
道

の
方
針
に
適
時
対
応
し
な

が
ら
、
11
月
か
ら
の
計
画

２
２
３
０
ト
ン
の
冬
操
業

と
消
費
流
通
に
注
視
し
て

い
く
。同

意・諮
問

▽�

教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
い
て
（
同
意
）

　
木
村
幸
裕
氏
（
標
津
町

字
川
北
南
２
線
東
７
番
地

４
）
の
任
命
を
同
意

　
任
期
は
、
令
和
５
年
10

 

農　
　
　
業

生
乳
生
産
量　

前
年
比
94
％

〈
牧
草
収
穫
量
〉

　

４
か
ら
６
月
の
天
候

（
日
照
・
気
温
・
降
水
量
）

が
平
年
並
。
６
月
下
旬
か

ら
の
牧
草
収
穫
作
業
は
、

好
天
が
続
き
、
円
滑
に
行

わ
れ
、
昨
年
に
比
べ
品
質

の
高
い
自
給
粗
飼
料
を
確

保
。
２
番
牧
草
も
好
天
に

恵
ま
れ
、
作
業
が
平
年
よ

り
若
干
早
く
始
ま
っ
て
い

る
。

〈
生
乳
生
産
量
〉

　
生
乳
需
給
緩
和
に
よ
る

生
乳
の
生
産
抑
制
に
よ
る

生
産
調
整
が
継
続
さ
れ
、

４
月
か
ら
８
月
末
ま
で
の

生
乳
生
産
量
は
、
前
年
比

94
・
４
％
、
累
計
で
４
万

５
０
０
０
ト
ン
（
前
年
比

２
６
６
３
ト
ン
減
）
と

議案が審議された第３回定例会

第３回 定例会第３回 定例会（９月13日）（９月13日）
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第３回定例会・審議内容を報告

月
９
日
～
令
和
９
年
10
月

８
日

▽�
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任
に
つ

い
て
（
同
意
）

　
佐
々
木
則
夫
氏
（
標
津

町
字
古
多
糠
７
８
０
番
地

３
）
の
選
任
を
同
意

　
任
期
は
、
令
和
５
年
９

月
26
日
～
令
和
８
年
９
月

25
日

▽�

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

に
つ
き
意
見
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て（
諮
問
）

　
長
谷
久
美
子
氏
（
標
津

町
南
１
条
西
４
丁
目
２
番

９
号
）
の
推
薦
を
同
意

　
任
期
は
、
法
務
大
臣
の

委
嘱
の
日
か
ら
３
年
間

規
約
の
変
更

▽�

北
海
道
市
町
村
職
員
退

職
手
当
組
合
規
約
の
変

更
に
つ
い
て

　
同
組
合
の
規
約
の
一
部

を
変
更
。
別
表
の
一
部
事

務
組
合
及
び
広
域
連
合
に

「
後
志
広
域
連
合
」
を
加

え
る
。決

算
認
定

▽�

決
算
特
別
委
員
会
設
置

　
令
和
４
年
度
一
般
会
計

及
び
８
特
別
会
計
の
決
算

認
定
は
、
決
算
特
別
委
員

会
を
設
置
し
て
付
託
し
閉

会
中
に
審
査
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
期
限
は
11
月
30
日

〈
決
算
特
別
委
員
会
〉

　
委
員
長　
畑
中　
浩

　
副
委
員
長　
南　
憲
治

報　
告

▽�

健
全
化
判
断
比
率
及
び

資
金
不
足
比
率
報
告

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政

の
健
全
化
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
く
、
令
和
４
年
度

決
算
に
係
る
同
比
率
の
報

告
。実
質
公
債
費
比
率（
※

「
用
語
解
説
」
参
照
）
は
、

８
．
２
％
。

　
資
金
不
足
比
率
は
、
各

会
計
と
も
資
金
不
足
が
な

い
た
め
比
率
は
な
し
。

（単位：千円）
一般会計の補正予算（主なもの）

項　目 金　額 内　　　容

農業担い手サポート推進 2700 新規就農１名に対する支援。施設整備や乳牛導入、研修費用、ヘルパー費用など

緑と海を育む森づくり 5238
植林のための苗木不足等対策として、カラマツコンテナ
苗育苗ハウス整備補助（70％）として生産業者１件追
加による増額

河川整備緊急特別対策 6550 川北シュラ１号の１川における積みブロック倒壊に伴う改修工事費等の追加

公営住宅計画修繕 979 積算基準の改定・労務単価の高騰により、工事費に不足が生じたことによる増額

教育施設解体 43822 旧図書館の解体工事費、電気機械発生材（天井裏や壁内の電気配線など）及び備品類処分委託料の追加

○�

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道

の
実
現
に
資
す
る
森

林
・
林
業
・
木
材
産
業

施
策
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書

　
提
出
者

山
﨑
　
陸
郎
議
員

○�

国
土
強
靭
化
に
資
す
る

社
会
資
本
整
備
等
に
関

す
る
意
見
書

　
提
出
者

石
橋
　
昌
幸
議
員

　

�

２
件
の
意
見
書
は
、
全

会
一
致
で
可
決
。
衆
・

参
議
院
議
長
、
関
係
各

大
臣
に
送
付

意
見
書

※【
用
語
解
説
】

　
実
質
公
債
費
比
率
…

　
町
の
標
準
財
政
規
模
に

占
め
る
借
金
返
済
額
を
示

す
比
率
。
18
％
を
超
え
る

と
、
起
債
（
借
金
）
の
際

に
知
事
の
許
可
が
必
要
と

な
り
、
25
％
を
超
え
る
と

早
期
健
全
化
を
求
め
ら
れ

る
団
体
と
な
る
。

▶補正予算案は、全会一致で可決
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町政のそこが聞きたい
一　般　質　問

　一般質問とは、定例会において、各議員が住民を代表して、行政全般にわたり
町執行機関の政策・方針を質す事です。
　単に疑問を晴らし、事実関係を明らかにするだけでなく、現行の政策を見直
し、新規政策を提言する議員の重要な活動です。

吉　田　　　智　議員
　●【ChatGPT】に代表される
　　生成AIの導入・利活用を
　　　　　町長・教育長に質す！
　●

　　高校生迄の
　　『学校給食の無償化』を！

畑　中　　　浩　議員
　●

　　　　町長の見解を伺う！

南　　　憲　治　議員
　●非正規公務員の
　　賞与拡充の対応を質す！

　●教員の処遇改善を問う！

令和５年第３回定例会（９月13日）で３議員が一般質問をしました。
各議員の質問項目とその内容を要約して質問順に掲載します。

質問中の３議員の様子
５　頁

６　頁

７　頁

子育て世帯支援・標津高校への
進学率向上対策として

【高齢者の
移動手段の確保】
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吉田　　智 議員

問　

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ

（
チ
ャ
ッ
ト
ジ
ー
ピ
ー

テ
ィ
ー
）
に
代
表
さ
れ
る

生
成
Ａ
Ｉ
に
関
す
る
報
道

が
賑
や
か
で
あ
る
。
生
成

Ａ
Ｉ
は
、
官
公
庁
や
自
治

体
に
お
い
て
一
躍
Ｄ
Ｘ
の

主
役
、
人
手
不
足
の
自
治

体
の
救
世
主
と
し
て
、
脚

光
を
浴
び
て
い
る
。

　
生
成
Ａ
Ｉ
は
、
教
育
現

場
に
お
い
て
、
日
常
の
プ

リ
ン
ト
作
り
や
小
テ
ス
ト

の
作
成
か
ら
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
企
画
・
運
営
、
学

習
支
援
等
、
幅
広
い
業
務

に
効
果
的
な
活
用
が
期
待

さ
れ
る
。

　
標
津
町
役
場
に
お
い
て
、

業
務
の
効
率
向
上
の
為
に

自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
、
又
、
教

育
委
員
会
に
お
い
て
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
標
津

型
学
習
ス
タ
イ
ル
を
推
進

し
て
い
る
。

　
町
長
・
教
育
長
に
、
生

成
Ａ
Ｉ
の
導
入
・
利
活
用

に
関
し
て
の
所
見
を
質
す
。

問　
物
価
高
騰
に
喘あ

え
ぐ
子

育
て
世
帯
の
支
援
（
負
担

軽
減
）、
存
続
が
懸
念
さ

れ
る
標
津
高
校
へ
の
進
学

率
向
上
の
政
策
と
し
て
、

又
、「
北
海
道
一
の
子
育

て
支
援
」
の
看
板
を
守
る

為
に
も
、
政
策
パ
ッ
ケ
ー

ジ
の
見
直
し
の
一
策
と
し
、

高
校
生
迄
の
「
学
校
給
食

の
無
償
化
」
を
提
言
す
る
。

・（　）内は一食当たりの単価
・年間給食費は平均値

★�

幼
児
か
ら
高
校
生
迄
、
時
限
無
し
で
の
給
食
費
無
償
と
す
る
の
は
、
根
室
管
内
で
初
。

　
釧
路
管
内
で
は
、
白
糠
町
、
浜
中
町
、
弟
子
屈
町
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

答   

町
　
長 

　
令
和
２

年
11
月
よ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ッ
ト
の
Ｌ
ｏ
Ｇ
ｏ
Ｃ

ｈ
ａ
ｔ
の
無
料
ト
ラ
イ
ア

ル
を
開
始
し
、
本
年
７
月

よ
り
Ｌ
ｏ
Ｇ
ｏ
Ａ
Ｉ
ア
シ

ス
タ
ン
ト
と
い
う
シ
ス
テ

ム
を
介
し
て
、
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ

Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
利
用
で
き
る
機

能
が
追
加
さ
れ
、
９
月
末

迄
、
試
験
導
入
す
る
。

　
期
間
終
了
後
、
期
間
中

の
Ａ
Ｉ
の
利
用
状
況
等
を

調
査
し
た
上
で
、
導
入
に

向
け
検
討
を
進
め
る
。

答   

教
育
長 　
当
町
は
、

管
内
で
も
先
駆
的
な
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
と
支
援
体
制
を
整

え
て
い
る
。
生
成
Ａ
Ｉ
は
、

個
人
情
報
の
流
出
、
児
童

生
徒
の
学
習
意
欲
へ
の
影

響
等
が
懸
念
さ
れ
て
い
る

が
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
は
、

今
後
必
須
に
な
る
と
見
込

ま
れ
て
い
る
。
文
科
省
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
い
、

慎
重
且
つ
積
極
的
に
活
用

し
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

一人当たりの年間給食費

【ChatGPT】[Chat Generative Pre-trained Transformer]《対話型生成可能な事前学習モデル》
米国OpenAI社が2022年11月末にリリースした「対話型生成AIテクノロジー」。
テキストボックスにユーザーからの質問を入力・送信する事により、対話形式で回答を提供したり、
創造的な物語や複雑な文章を生成する事が可能なサービス。

【ChatGPT】に代表される
生成AIの導入・利活用を

町長・教育長に質す！

高
校
生
迄
の

『
学
校
給
食
の
無
償
化
』を
！

子
育
て
世
帯
支
援・標
津
高
校
へ
の

進
学
率
向
上
対
策
と
し
て

答   

町
　
長 

　
現
在
実

施
し
て
い
る
認
定
こ
ど
も

園
の
給
食
費
無
償
化
に
加

え
、
町
内
小
中
学
校
並
び

に
高
校
の
児
童
生
徒
の
学

校
給
食
費
を
、
令
和
６
年

度
よ
り
時
限
無
し
で
、
無

償
化
し
て
行
き
た
い
。
高

校
は
希
望
者
（
75
％
）
に

対
し
て
給
食
を
提
供
し
て

い
る
の
で
、
高
校
と
協
議

し
、
具
体
的
な
実
施
方
法

を
検
討
し
て
行
く
。

　

こ
の
事
業
実
施
に
は
、

毎
年
２
千
万
円
余
り
の
財

源
が
必
要
と
な
る
。
歳
入

確
保
等
と
、
事
業
の
取
捨

選
択
と
集
中
を
同
時
に
進

め
る
必
要
が
あ
る
。

　
そ
の
為
に
、
全
事
務
事

業
の
再
精
査
を
行
う
。

◆小学校（242円）４７４００円
◆中学校（272円）５３０００円
◆高　校（300円）４７２００円

ふるさと給食【イクラ丼】
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町
長
に
見
解
を
伺
う
！

畑中　　浩 議員

問　
急
速
な
高
齢
化
が
進

む
中
、
高
齢
者
が
生
き
が

い
の
あ
る
自
立
し
た
生
活

を
送
る
た
め
、
移
動
手
段

確
保
が
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
。

　
高
齢
者
の
移
動
手
段
確

保
に
つ
い
て
は
、
平
成
28

年
に
標
津
町
地
域
福
祉
計

画
を
策
定
し
た
中
で
、
町

民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
聞

き
取
り
調
査
の
中
で
、
高

問　
こ
の
高
齢
者
の
移
動

手
段
確
保
に
つ
い
て
は
、

私
以
外
の
議
員
各
位
か
ら

も
、
多
く
の
町
民
か
ら
要

望
が
あ
る
案
件
で
あ
り
ま

す
し
、
町
長
の
公
約
の
一

つ
で
も
あ
る
。

　
ま
た
、
高
齢
者
か
ら
は
、

人
口
減
少
時
代
に
挑
戦
す

る
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業

で
は
、
子
育
て
支
援
が
手

厚
く
、
そ
れ
に
比
べ
、
こ

れ
ま
で
、
標
津
町
の
発
展

の
た
め
に
汗
を
か
い
て
き

た
、
高
齢
者
へ
の
支
援
が

手
薄
い
と
い
う
声
を
聞
く
。

　
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
、

一
歩
、
動
き
出
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
こ
の
事
に
対
し
て
の
答

弁
は
不
要
。

答　

高
齢
者
の
移
動
手

段
の
確
保
は
、
重
要
な
課

題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

　
ご
指
摘
の
と
お
り
、
高

齢
者
を
対
象
に
し
た
移
動

手
段
確
保
に
向
け
た
ア
ン

ケ
ー
ト
・
ニ
ー
ズ
調
査
を

９
月
１
日
か
ら
始
め
、
令

和
６
年
１
月
末
ま
で
に
は

調
査
を
終
え
、
ま
ず
は
そ

の
実
態
と
し
て
、「
何
に

困
っ
て
い
る
の
か
」
と
い

う
こ
と
を
し
っ
か
り
と
把

握
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
上
で
、
高
齢
者
の

移
動
手
段
を
交
通
事
業
者
、

道
路
管
理
者
、
警
察
、
根

室
振
興
局
、
町
内
会
連
合

会
、
福
祉
関
係
者
な
ど
で

構
成
す
る
町
地
域
公
共
交

通
会
議
（
令
和
４
年
７
月

設
置
）
に
提
案
し
、
実
現

に
向
け
進
め
て
い
き
た
い
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
・
ニ
ー
ズ

高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保

現
状
と
課
題
な
ど

把
握
調
査
を

ニ
ー
ズ
を
把
握
し

進
め
て
い
き
た
い

齢
者
の
生
活
課
題
と
し
て

多
く
の
声
が
あ
が
っ
て
い

る
。

　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

の
方
々
か
ら
の
声
を
聞
い

て
き
た
の
で
紹
介
す
る
。

　
80
歳
を
間
近
に
、
運
転

に
不
安
は
あ
る
が
、
買
い

物
に
出
掛
け
る
た
め
に
あ

と
何
年
か
は
運
転
し
た
い
。

買
い
物
を
目
的
に
し
た
移

動
手
段
を
確
保
で
き
れ
ば
、

運
転
免
許
を
返
納
し
た
い

と
話
す
。

　
運
転
免
許
が
な
い
方
か

ら
は
、
ハ
イ
ヤ
ー
が
土
、

日
が
休
み
、
平
日
も
午
後

６
時
以
降
、
営
業
し
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
急
患
で

病
院
に
い
く
移
動
手
段
が

な
い
こ
と
に
不
安
を
感
じ

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
そ
の
高
齢

者
に
よ
っ
て
様
々
な
ケ
ー

ス
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
高
齢
者
の
移

動
手
段
確
保
の
取
り
組
み

を
着
実
に
一
歩
、
前
に
進

め
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は

現
状
や
課
題
、
要
望
な
ど

を
し
っ
か
り
と
把
握
す
る

た
め
、
一
人
で
も
多
く
の

高
齢
者
を
対
象
に
し
た
、

聞
き
取
り
を
含
め
た
、
ア

ン
ケ
ー
ト
・
ニ
ー
ズ
調
査

を
実
施
す
べ
き
と
提
案
す

る
。

　

調
査
結
果
を
も
と
に
、

先
進
地
事
例
を
参
考
に
、

本
町
に
最
も
適
し
た
手
段

を
町
営
予
約
バ
ス
・
ハ
イ

ヤ
ー
の
運
行
ル
ー
ト
の
見

直
し
を
含
め
て
、
令
和
６

年
度
中
に
検
証
し
た
上
で
、

そ
の
後
、
試
験
的
に
動
き

出
し
、
そ
の
中
で
不
備
な

点
が
あ
れ
ば
進
め
な
が
ら

整
え
て
い
く
こ
と
で
、
ま

ず
は
動
き
出
す
こ
と
が
で

き
な
い
か
、
町
長
の
見
解

を
伺
う
。

調
査
結
果
を
分
析
し
て
、

制
度
の
実
現
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
の
で
、
ご
理

解
を
い
た
だ
き
た
い
。

一般質問
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非
正
規
公
務
員
の

賞
与
拡
充
の

対
応
を
質
す
！

教
員
の

処
遇
改
善
を
問
う
！

問　
自
治
体
で
働
く
単
年

度
契
約
の
非
正
規
職
員
で

あ
る
会
計
年
度
任
用
職
員

の
賞
与
拡
充
に
関
し
て
、

会
計
年
度
職
員
は
勤
勉
手

当
と
期
末
手
当
の
う
ち
期

末
手
当
し
か
支
給
で
き
な

い
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
格
差
を
是
正
す
る

た
め
の
改
正
地
方
自
治
法

が
、
本
年
参
院
本
会
議
で

成
立
し
た
。

　
会
計
年
度
任
用
職
員
は
、

今
や
自
治
体
運
営
に
は
欠

か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て

お
り
、
格
差
を
是
正
す
れ

ば
業
務
へ
の
意
欲
も
高
ま

り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
向

問　
教
員
の
処
遇
改
善
や

環
境
整
備
の
在
り
方
に
つ

い
て
検
討
す
る
文
部
科
学

省
の
有
識
者
会
議
に
お

い
て
、
教
員
に
残
業
代
の

代
わ
り
に
支
給
し
て
い
る

「
教
職
調
整
額
」
を
給
与

月
額
の
４
％
相
当
か
ら
引

き
上
げ
、
新
た
な
手
当
て

を
考
え
る
と
い
っ
た
意
見

や
、
給
与
形
態
よ
り
も
教

答   

町
　
長 

　
会
計
年

度
任
用
職
員
に
は
、
一
般

職
員
と
勤
務
時
間
が
同
じ

で
あ
る
フ
ル
タ
イ
ム
会
計

年
度
任
用
職
員
と
、
勤
務

時
間
が
短
い
パ
ー
ト
タ
イ

ム
会
計
年
度
職
員
の
二
つ

の
雇
用
形
態
が
あ
る
。
フ

ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用

職
員
の
勤
勉
手
当
に
つ
い

て
は
、
既
に
地
方
自
治
法

上
は
支
給
で
き
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

　
当
町
の
会
計
年
度
任
用

職
員
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
各

地
方
公
共
団
体
の
期
末
手

当
の
定
着
状
況
等
を
踏
ま

え
た
上
で
勤
勉
手
当
は
支

給
し
な
い
事
を
基
本
と
し
、

本
町
の
条
例
に
お
い
て
も

支
給
対
象
か
ら
除
い
て
い

答   

教
育
長 　
町
内
の

小
中
学
校
の
給
与
は
北
海

道
か
ら
支
給
さ
れ
て
お
り
、

町
の
考
え
に
よ
っ
て
そ
の

枠
組
み
が
変
わ
る
と
い
う

も
の
で
は
な
い
が
、
私
は

教
職
調
整
額
を
引
き
上
げ

る
こ
と
で
働
く
意
欲
の
向

上
に
繋
が
る
か
ど
う
か
疑

問
に
思
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
よ
り
も
、
働
く
環

境
や
働
き
方
を
見
直
し
た

上
で
勤
務
の
実
態
、
内
容

評
価
に
応
じ
た
処
遇
に
改

め
る
べ
き
で
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

　
当
町
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
デ

ジ
タ
ル
教
育
）
を
活
用
し

た
業
務
の
軽
減
、
部
活
動

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
国
家
公
務
員

の
人
事
院
給
与
勧
告
に
対

し
て
も
、
国
か
ら
の
通
知

に
基
づ
き
準
拠
改
定
を

行
っ
て
お
り
、
本
件
に
つ

い
て
も
改
正
趣
旨
に
沿
っ

た
対
応
を
し
て
い
く
考
え

で
あ
る
が
、
総
務
省
よ
り

詳
細
な
取
り
扱
い
通
知
が

入
り
次
第
、
各
町
の
対
応

状
況
を
確
認
し
て
判
断
し

て
い
く
。

南　　憲治 議員

上
し
住
民
へ
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
と
み
て
い
る
。

　
こ
の
件
に
つ
い
て
、
町

長
の
所
見
を
質
す
。

休
養
日
の
実
施
、
長
期
休

業
中
に
お
け
る
学
校
閉
庁

日
の
設
定
、
教
育
委
員
会

に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
と
い
っ

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
が
、
全
体
的
に
は
ま
だ

道
半
ば
の
段
階
に
あ
る
。

　
新
た
な
取
り
組
み
へ
の

意
欲
や
業
務
改
善
す
る
意

識
が
高
く
な
い
と
い
う
の

が
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
が
、
時
代
時
代
に
合
っ

た
変
革
が
必
要
で
あ
る
。

　
そ
の
様
な
中
、
コ
ロ
ナ

禍
で
変
革
が
あ
り
、
学
校

行
事
や
各
種
会
議
の
規
模

縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

が
、
一
方
で
オ
ン
ラ
イ
ン

な
ど
多
く
の
創
意
工
夫
が

生
ま
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前

に
戻
す
の
で
は
な
く
こ
れ

ま
で
の
工
夫
改
善
を
継
続

す
る
よ
う
伝
え
て
い
る
。

　
今
後
も
部
活
動
の
地
域

移
行
等
に
学
校
運
営
協
議

会
（
Ｃ
Ｓ
）
の
皆
様
の
支

援
を
仰
ぎ
、
教
員
の
負
担

軽
減
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

国
か
ら
の
通
知
に

基
づ
き
対
応

働
く
環
境
や
働
き

方
の
見
直
し
を

一般質問

員
の
業
務
負
担
を
軽
減
す

る
取
り
組
み
を
最
優
先
で

進
め
る
べ
き
と
の
意
見
が

あ
る
。

　
当
町
の
教
育
委
員
会
と

し
て
の
考
え
方
を
問
う
。



しべつ議会だより 2023/11　8

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500
円

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

1390
1285

2235

追肥【BB585】

基肥【BB122】

石灰【粒状タンカル】

3115

1835

495

2445

1205
1450

415395

1100

385

　
９
月
27
日
、
委
員
６
名
、

上
田
事
務
局
長
、
島
影
農

林
課
長
の
８
名
が
Ｊ
Ａ
標

津
に
赴
き
、「
標
津
酪
農

の
現
状
と
課
題
」
に
関
し

て
、
千
葉
組
合
長
、
阿
部

参
事
、
下
営
農
部
長
と
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

　
「
生
産
資
材
の
高
騰
に

加
え
て
、
酷
暑
に
よ
り
生

産
乳
量
が
計
画
の
97
％
留

ま
り
、
更
に　
乳
用
・
初

生
牛
の
販
売
価
格
の
暴
落

に
よ
り
、
酪
農
経
営
が
逼

迫
し
て
い
る
。

資
料

　
然し

か
し
な
が
ら
、
基
幹
産

業
と
し
て
、
持
続
可
能
な

酪
農
業
を
構
築
し
て
行
く

所
存
で
あ
る
。
そ
の
為
に
、

国
・
道
、
そ
し
て
町
の
対

策
支
援
を
期
す
」
と
千
葉

組
合
長
が
述
べ
た
。
具
体

的
要
望
等
を
持
ち
帰
り
、

精
査
す
る
事
と
し
た
。

総
務

経
済
第
８
回（
９
月
27
日
）　

総
務
経
済
常
任
委
員
会

町内外行政視察研修等
常任委員会の動き常任委員会の動き

◆総務経済常任委員会と文教福祉建設常任委員会の委員会活動の報告をします

逼
ひっ

迫
ぱく

する酪農経営!!
…然

さ
れど、持続可能な酪農業を構築して行く！

【千葉組合長：談】　

クミカン（組合員勘定）集計（令和５年８月末） 系統搾乳用配合飼料（CP18-TDN75）
の価格の推移（実質単価）

乳用牛・初生牛の価格の推移

JA標津より提出された資料より抜粋し、一部加筆したものです。

基準銘柄肥料（20キログラム）価格の推移

阿部参事の説明を受ける委員の様子

〔クミカン取引戸数128戸平均〕
《農業収入》� 70084千円
《農業支出》� 73527千円
《農業収支》� ▲3443千円

♦安定基金、系統対策費、国の対策費、更に
は資金借入により〈合計収支〉3100千円と
なるが、今後11月以降に資金償還等の支出
を控え、逼迫している状況。

◆令和２年（10～12月期）52930円/トン
◆令和３年（平　　　均）53940
◆令和４年（平　　　均）62430
◆令和５年（４～６月期）71100

（単価：円）

1.34倍

JA標津を代表して挨拶する千葉組合長 「意見交換会」開会の冒頭に挨拶する山﨑委員長

JA標津との意見交換会 搾
乳
の
様
子

資　料

資　
料

牛の
区分

年度

乳用牛の価格 初生牛の価格

育成牛 初任牛 経産牛 乳用種 交雑種

令和3年度 329000 597000 355000 72103 168128

令和4年度 179000 449100 251100 58762 130037

令和5年度 225000 478000 284200 43549 93499
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◀
委
員
会
と
小
川
議
長

は
、７
月
５
日
に
安
平
町
、

白
老
町
を
訪
問
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
自
治
体
に
お
い
て

行
政
視
察
を
実
施
し
た
。

〇
安
平
町「
早は

や

来き
た

学
園
」

　
安
平
町
で
は
今
年
４
月

に
開
校
し
た
道
内
で
も
数

少
な
い
小
中
一
貫
校
、
早

来
学
園
を
視
察
し
た
。
こ

の
一
貫
校
の
特
徴
は
、
町

民
が
利
用
出
来
る
ス
ペ
ー

た
標
津
小
学
校
・
標
津
中

学
校
も
将
来
を
見
据
え
た

展
開
を
模
索
す
る
時
期
で

あ
る
。

ス
（
図
書
館
、体
育
館
等
）

も
校
舎
内
に
併
せ
持
ち
、

教
育
の
一
環
と
言
う
よ
り

も
、
生
涯
教
育
の
基
地
と

言
え
る
内
容
を
併
せ
持
っ

て
い
る
。

　
安
平
町
は
、
千
歳
市
に

隣
接
し
て
お
り
、
現
在
進

め
ら
れ
て
い
る
半
導
体
工

場
の
建
設
に
伴
い
若
年
層

の
移
住
者
が
増
加
し
て
い

る
と
言
う
事
で
、
新
し
い

教
育
シ
ス
テ
ム
に
魅
力
を

感
じ
て
移
住
し
て
く
る
人

が
増
え
て
い
る
状
況
で
あ

る
。

　
建
築
か
ら
50
年
が
過
ぎ

　
白
老
町
で
は
、
地
域
内

を
循
環
す
る
交
通
シ
ス
テ

ム
の
詳
細
な
内
容
を
役
場

担
当
者
か
ら
説
明
を
受
け

た
。
白
老
町
の
視
察
に
は

標
津
町
副
町
長
、
企
画
政

策
課
職
員
も
同
席
し
、
詳

細
な
説
明
を
受
け
た
。

　

ウ
ポ
ポ
イ
が
開
業
し
、

観
光
客
が
増
加
し
て
い
る

白
老
町
で
あ
る
が
、
町
民

　
羅
臼
町
峯
浜
に
建
設
中

の
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
が
、
９
月
１
日
か
ら
稼

働
す
る
事
か
ら
、
本
格
稼

働
前
の
７
月
19
日
に
総
務

経
済
常
任
委
員
会
、
文
教

福
祉
建
設
常
任
委
員
会
が

合
同
で
処
分
場
施
設
の
視

察
を
実
施
し
た
。
既
存
の

崎
無
異
の
施
設
よ
り
、
一

層
、
環
境
へ
の
配
慮
を
考

慮
し
た
施
設
と
な
っ
た
。

の
高
齢
化
等
に
よ
り
自
動

車
運
転
免
許
を
返
納
し
た

り
、
ま
た
持
っ
て
い
な
い

住
民
の
為
に
役
場
が
助
成

金
を
利
用
し
住
民
の
利
便

性
を
図
る
べ
く
循
環
バ
ス

を
運
営
し
て
い
る
。

　
標
津
町
も
喫
緊
、
早
急

な
課
題
と
し
て
住
民
の
移

動
手
段
の
確
保
が
大
き
な

問
題
と
し
て
提
起
さ
れ
て

い
る
事
か
ら
、
運
営
方
法

や
詳
細
な
説
明
を
受
け
、

標
津
町
で
の
実
施
に
向
け

た
方
向
を
検
討
す
る
た
め

に
意
義
の
大
き
な
視
察
と

な
っ
た
。

文教福祉建設常任委員会
①道内行政視察（７月５日）
②一般廃棄物最終処分場視察（７月19日）

文教 福祉 建設

学園の教室内で説明を受ける委員

白老町役場前にて被覆型埋立処分場で説明を受ける議員

早来学園前にて

①
道
内
行
政
視
察

②
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
視
察

〇 

白
老
町「
地
域
循
環

交
通
シ
ス
テ
ム
」

常任委員会の動き
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議会改革に向け動き出す！
〔北海道町村議会議長会参与〕勢籏氏を招き研修会開催

講
義
内
容

　
議
会
を
改
革
し
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す
た
め
、

議
会
運
営
に
詳
し
い
専
門
家
を
招
き
、
指
導
や
助
言

を
受
け
る
議
員
研
修
会
「
議
会
活
性
化
サ
ポ
ー
ト
事

業
」
が
８
月
29
日
、
町
議
会
第
１
委
員
会
室
で
開
催

し
ま
し
た
。

　
町
議
会
議
員
10
人
全
員
が
出
席
。
講
師
は
、
北
海

道
町
村
議
会
議
長
会
参
与
の
勢せ

籏は
た

了り
ょ
う
三ぞ
う
氏
。
約
６

時
間
に
わ
た
っ
て
講
義
。
テ
ー
マ
は
「
議
会
の
原
点

～
開
か
れ
た
議
会
を
築
く
」。

　
講
演
後
、
意
見
交
換
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

２
０
２
３
統
一

地
方
選
挙
結
果

な
り
手
不
足
が　

深
刻
化

　
全
道
１
４
４
町
村
の
う

ち
、
１
０
０
町
村
で
改
選

が
行
わ
れ
、
無
投
票
が
約

半
数
の
48
町
村
、
そ
の

中
で
11
町
村
が
定
数
割

れ
。
全
国
的
に
も
町
村
議

員
の
な
り
手
不
足
が
深
刻

化
。
要
因
の
一
つ
に
、
議

員
報
酬
の
低
さ
が
あ
る
。

地
方
議
会
の

当
面
す
る
課
題

問
わ
れ
る　
　

議
会
の
役
割

▽ 

議
会
に
対
す
る
不
満
・

批
判

　
議
員
の
質
が
低
い
（
不

勉
強
）、
議
会
構
成
が
硬

直
化
（
年
齢
・
職
業
や
男

議会運営に詳しい勢籏（せはた）氏を講師に開かれた議員研修会

標津町議会【議会活性化サポート事業】

女
比
の
偏
り
）、
閉
鎖
体

質
（
議
会
活
動
が
不
透

明
）、
監
視
機
能
が
低
い

（
長
と
の
な
れ
あ
い
・
追

認
機
関
化
）。

▽ 

低
す
ぎ
る
町
村
議
員
報

酬
　
地
方
議
会
議
員
の
月
額

平
均
報
酬
額
（
平
成
29
・

30
年
調
査
）
は
次
の
通
り
。

（
千
円
以
下
切
り
捨
て
）

▼
都
道
府
県
議
会
議
員
81
万
円

▼
政
令
市
議
会
議
員
79
万
円

▼
区
議
会
議
員
60
万
円

▼
町
村
議
会
議
員
21
万
円

　
経
済
的
な
余
裕
を
持
て

る
議
員
報
酬
を
目
指
す
べ

き
。
そ
れ
に
伴
う
議
員
活

動
活
性
化
に
よ
る
住
民
の

理
解
が
必
要
。

▽
苦
悩
す
る
議
会
運
営

　
効
率
化
と
形
骸
化
、
目

立
つ
討
論
の
省
略
、
全
会

一
致
の
こ
だ
わ
り
、
出
番

の
少
な
い
公
聴
会
・
参
考

人
制
度
。

▽
議
会
改
革
の
現
在

　
会
期
の
通
年
化
、
議
会
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議会広報研修会報告
　
広
報
特
別
委
員
会

か
ら
、
畑
中
委
員
長
、

吉
田
委
員
、
西
山
委

員
が
出
席
。

　
講
師
は
、
自
治
体

広
報
広
聴
研
究
所
代

表
理
事
・
広
報
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
金
井
茂

樹
氏
。「
伝
わ
る
議

会
報
の
編
集
ポ
イ
ン

ト
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
。

　
町
村
の
議
会
だ
よ

り
を
事
例
紹
介
し
、

具
体
的
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
っ
た
。

　
北
海
道
町
村
議
会

議
長
会
主
催
の
議
会

広
報
研
修
会
が
８
月

17
日
、
札
幌
市
で
開

催
さ
れ
た
。

基
本
条
例
の
制
定
、
議
会

報
告
会
開
催
、
Ｈ
Ｐ
開
設

と
ネ
ッ
ト
中
継
実
施
、
議

会
広
報
な
ど
の
改
革
。

標
津
町
議
会
の

現
状
と
こ
れ
か
ら

住
民
と
の
懇
談
の

場
が
少
な
い

▽
少
な
い
一
般
質
問

　
限
ら
れ
た
議
員
に
よ
る

一
般
質
問
。
地
域
課
題
が

な
い
訳
が
な
い
。
定
例
会

年
４
回
の
う
ち
２
回
は
質

問
す
べ
き
。

▽
低
調
な
委
員
会
活
動

　
予
算
や
決
算
、
教
育
問

題
な
ど
の
勉
強
会
を
開
き
、

基
礎
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、

質
問
力
が
高
ま
る
。
分

か
っ
た
振
り
は
せ
ず
に
。

▽
議
会
の
情
報
発
信

　
本
会
議
の
テ
レ
ビ
中
継

や
ネ
ッ
ト
配
信
（
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
）
に
よ
る
開
か

れ
た
議
会
の
検
討
。

▽ 

住
民
と
の
懇
談
・
交
流

の
場
が
少
な
い

　
議
会
報
告
会
は
実
施
し

て
み
る
べ
き
。
住
民
が
興

味
の
あ
る
テ
ー
マ
を
設
定

し
て
懇
談
を
。
自
治
会
が

主
体
性
を
も
っ
て
主
催
し

て
も
よ
い
。
出
席
者
の
中

か
ら
議
員
の
な
り
手
探
し

に
も
つ
な
が
る
。

▽
住
民
参
加
の
工
夫
必
要

　
住
民
に
議
会
の
サ
ポ
ー

タ
ー（
モ
ニ
タ
ー
）に
な
っ

て
い
た
だ
き
、
議
会
を
傍

聴
し
て
一
般
質
問
へ
の
意

見
を
も
ら
う
。
議
会
だ
よ

り
の
編
集
委
員
に
も
住
民

を
入
れ
る
な
ど
、
議
会
へ

の
関
心
づ
く
り
を
進
め
る

工
夫
が
必
要
。

▽
定
数
と
議
員
報
酬

　
現
在
10
人
。
常
任
委
員

会
（
総
務
経
済
と
文
教
福

祉
建
設
の
２
つ
）
の
構
成

で
は
、
10
人
は
必
要
。
９

人
、
８
人
に
な
る
と
委
員

会
が
成
り
立
た
な
く
な
り
、

委
員
会
活
動
の
活
性
化
に

つ
な
が
ら
な
い
。

　
報
酬
は
、
段
階
的
に
上

げ
て
い
く
べ
き
（
現
在
、

月
額
18
万
７
千
円
）。
な

り
手
の
潜
在
者
が
で
き
る
。

議
員
の
な
り
手
確
保
に
危

機
感
を
持
つ
べ
き
。

意
見
交
換

町
民
と
の
距
離
を
近

づ
け
る
取
り
組
み
が

必
要

▽
議
員
と
町
民
の
距
離
が

離
れ
て
い
る
。
議
会
モ
ニ

タ
ー
会
議
を
設
置
し
、
一

般
質
問
や
議
会
だ
よ
り
に

も
意
見
を
も
ら
う
べ
き
。

▽
町
民
へ
の
議
会
報
告
や

懇
談
会
を
開
く
べ
き
。

▽
次
世
代
の
議
員
の
な
り

手
確
保
に
向
け
た
議
員
の

魅
力
づ
く
り
を
今
か
ら
検

討
し
て
い
く
べ
き
。

▽
改
革
に
向
け
た
取
り
組

み
を
全
て
出
し
合
い
、
で

き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん

で
い
く
べ
き
。

▽
議
会
改
革
に
向
け
、
着

実
に
前
に
進
め
る
た
め
、

今
後
も
勢
籏
講
師
に
継
続

し
て
標
津
町
議
会
に
対
し

て
、
指
導
・
助
言
を
い
た

だ
き
た
い
。

今
後
の
取
り
組
み

取
り
組
め
る
こ
と
か

ら
進
め
て
い
く

　
講
師
や
議
員
か
ら
出
さ

れ
た
改
革
内
容
の
中
か
ら
、

標
津
町
議
会
と
し
て
取
り

組
む
べ
き
も
の
を
出
し
合

い
、
で
き
る
こ
と
か
ら
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
、

意
見
が
ま
と
ま
っ
た
。

　
勢
籏
講
師
に
は
、
今
後

も
ご
教
示
を
賜
る
事
と

な
っ
た
。

▶�

編
集
ポ
イ
ン
ト
を
ア
ド

バ
イ
ス
す
る
金
井
講
師

標津町議会　議会改革に向け動き出す！
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不
安
定
な
世
界
情
勢
の

中
、
気
候
の
変
化
へ
の
対

応
も
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
も
経
験
の
し
た

こ
と
の
な
い
連
日
の
暑
さ

も
や
っ
と
落
ち
着
き
、
秋

も
深
ま
っ
て
来
ま
し
た
が
、

こ
の
暑
さ
の
影
響
に
よ
り

基
幹
産
業
の
酪
農
・
漁
業

に
も
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

乳
牛
の
搾
乳
量
が
減
り
、

海
で
は
赤
潮
の
発
生
も
。

　
こ
の
暑
さ
に
町
民
の
皆

様
各
々
の「
変
化
対
応
力
」

で
乗
り
切
っ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
今
後
も
起
き
る

環
境
変
化
や
様
々
な
移
り

変
わ
り
に
も
素
早
く
柔
軟

に
対
応
で
き
る
よ
う
「
変

化
対
応
力
」
を
高
め
て
い

け
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

（
西
山　
易
男
）

　
「
ど
う
だ
？
秋
鮭
捕
れ
て

い
る
か
？
」
「
全
然
だ
め
だ

あ
ー
」
こ
の
会
話
を
聞
い
て

何
年
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
か

つ
て
秋
鮭
水
揚
日
本
一
に
輝

い
て
い
た
漁
が
不
振
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
２
万
ト
ン
の

水
揚
げ
が
２
千
ト
ン
に
落
ち

込
ん
だ
年
も
あ
る
。
か
つ
て

の
十
分
の
１
ま
で
減
っ
て
し

ま
っ
た
。
そ
の
減
っ
た
原
因

は
色
々
と
あ
る
よ
う
だ
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
こ

と
に
落
胆
し
て
い
て
も
い
け

な
い
。
何
と
か
し
て
漁
業
で

生
活
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
ど
う
し
た
ら
よ
い

生
産
が
で
き
る
の
か
を
考
え

た
と
こ
ろ
、
魚
の
単
価
を
上

げ
る
事
を
思
い
つ
き
実
行
し

て
み
ま
し
た
。
そ
れ
が
「
船

上
活
〆
」
だ
。
標
津
サ
ー
モ

ン
科
学
館
、
東
京
海
洋
大
そ

し
て
水
産
総
合
会
社
ニ
チ
モ

の
最
大
７
０
０
円
に
ま
で
な

り
ま
し
た
。
単
価
を
上
げ
る

に
は
様
々
な
工
夫
が
必
要
で

あ
り
、
消
費
者
の
求
め
に
生

産
者
も
答
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
標
津
前
浜
も
近
年
「
鰤ぶ
り
」

が
定
置
網
に
入
る
よ
う
に
な

り
、
大
漁
に
沸
い
た
日
も
近

ウ
の
方
々
に
相
談
し
た
と
こ

ろ
、
簡
単
に
数
多
く
活
〆
が

出
来
る
鎮
静
化
装
置
を
実
用

化
し
、
そ
れ
を
使
用
し
て
い

る
。
そ
の
間
、
各
機
関
に
各

種
の
実
験
デ
ー
タ
を
分
析
し

て
も
ら
っ
た
。
こ
の
装
置
は

今
で
は
国
内
の
ほ
と
ん
ど
の

養
殖
銀
ザ
ケ
や
ニ
ジ
マ
ス
の

出
荷
の
際
に
使
用
さ
れ
店
頭

に
並
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

　
標
津
漁
協
で
は
昨
年
の
秋

鮭
漁
か
ら
王
子
サ
ー
モ
ン
と

の
「
船
上
活
〆
」
取
引
が
始

ま
り
、
通
常
の
１
５
０
％

ア
ッ
プ
の
浜
値
で
売
る
事
が

出
来
た
。
従
来
の
ス
モ
ー
ク

サ
ー
モ
ン
の
原
材
料
と
な
る

ト
ラ
ウ
ト
や
チ
リ
銀
に
比

べ
、
雑
味
の
な
い
ヘ
ル
シ
ー

な
燻
製
に
仕
上
が
っ
た
商
品

に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
今
年

も
こ
の
取
引
が
行
わ
れ
Ｂ
オ

ス
の
キ
ロ
単
価
が
高
止
ま
り

年
見
ら
れ
ま
す
。
ち
な
み
に
近

隣
の
羅
臼
町
で
は
「
活
〆
鰤
」

が
ブ
ラ
ン
ド
化
に
な
り
キ
ロ

１
５
０
０
円
に
ま
で
高
騰
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
単
価
ア
ッ
プ

の
た
め
に
は
標
津
鰤
の
普
及
や

食
フ
ェ
ス
を
行
い
、
認
知
度
を

早
急
に
上
げ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　
こ
の
数
年
春
ニ
シ
ン
が
標
津

で
大
漁
で
す
。
こ
の
漁
で
も
オ

ス
メ
ス
を
分
別
出
荷
す
る
こ

と
に
よ
り
、
メ
ス
の
単
価
が

４
０
０
円
以
上
に
な
り
喜
ん
で

い
ま
す
。
こ
こ
で
も
単
価
ア
ッ

プ
で
す
。
こ
の
10
年
、
北
大
水

産
学
部
の
方
々
に
ニ
シ
ン
研
究

の
協
力
依
頼
を
受
け
て
い
ま

す
。
定
置
網
で
捕
れ
た
生
き
た

ニ
シ
ン
を
函
館
ま
で
運
搬
し
、

生
体
実
験
や
各
種
分
析
を
し
て

い
ま
す
。
こ
の
地
味
な
研
究
が

ニ
シ
ン
の
大
漁
に
反
映
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　
最
後
と
な
り
ま
す
が
、
今
後

も
各
大
学
の
関
係
者
や
商
社
マ

ン
、
そ
し
て
鮭
研
究
者
と
語
ら

い
、
も
う
高
齢
と
な
る
自
分
自

身
で
す
が
多
少
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

寄稿

魚
価
単
価
を
上
げ
る

魚
価
単
価
を
上
げ
る

漁
業
者
　
小お

野の

瀬せ

　
稔と

し

　
之ゆ

き


